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2 0kg梱 包産地直送品 ・長さ lm
の毘布を使いやすい25crn程 に切り
そろえポリ袋詰 ・シール封。
「夏の暑さで多少影響を受けた」と

の卸元情報があり、事前に 「品質 ・

昧」を検証。取次ぎ実績15年 以上
の業者とは信頼関係も確かで安b。
規格品 「1等 検」はこれまでと同じ
で、味 ・品質に自信の品です。

取扱 :社民党086-226-1234

【巷の数字 ① 】 県 知事選は、現職 ・伊原木氏の3選 となつ
た。前□と同じ構図で、b配 された投票率は過去最低を記録し
た。前回2016年 選挙もほとんど同じで、今回が低かつたのはコ
ロナ福の影響とはいえまい。選挙戦で学業の全国順位の評価も争
点の1つであつたが、これも自己責任で切り捨てられないだろう
かと危惧する。

【巷の数字 ② 】 横断歩道で待つ人がいればクルマが止まる
か。岡山の停止率は、全国ワースト3位の7.1%と ダントツの記
録。ちなみに平均8割がストップせす平均停止率は21.3%で ベ
スト5位は昨年と同じでトップは長野72.4%と 脅威の言B録を維
持。なにがそうさせているのか、興味深い。……JAF調 べ

社民党は 11月 14日 、臨時全国大会を開催する。2月 開
催の第 17固 定期大会で継続となっていた立憲民主党との
「合流」問題について、全国連合 ・各県連合で熟議を重ね

てきた。全国の党員意見を民主的に集約し、10月 の全国幹
事長会で臨時大会に向けた意見集約を行なつた。社会党 ・

社民党の75年 の歴史にとどまらす日本の護憲 ・平示□運動
にとっても大きな意味を持つている。

写真上:28/社民党定例街宣
写真下:31/合同宣伝

: 党 県連合活動 日誌 :
i10/8 岡 出県知事選告示      :
:10/9 党 全国幹事長会議 (東京 :武本メ
:10/13 岡 山市平和推進協委 (武本):

:10/3イ  市 民と立憲野党の合同宣伝  :
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岡
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憲
野
党

の
６
人
が

マ
イ

ク
リ
レ
ー

を
行
い
、

社
民
党
は

武
本
幹
事
長
が

「
ヨ
ロ
ナ
禍

で

初
め
に
社
会
的
弱
者
が
影
響
を

受
け
、

生
活
が
仕
事
が
脅
か
さ

れ
、

自
助

・
自
己
責
任

の
限
界
」

と
政
治
課
題

の
公
助
を
訴
え
た
。

「
安
倍
政
治
を
継
承

・
前
に

す
す
め
る
」

と
表
明
し
た
菅
新

首
相
は

「
や
る
気

の
ス
ピ
ー

ド

感
」

を
強
調
し
、

携
帯
料
金

の

の
引
き

下
げ
、

ハ
ン
コ
の
廃
止

や
デ
ジ
タ
ル
化
、

縦
割
り
行
政

一
一
０
番
な
ど
独
自
感
も
ア
ピ

ー

ル
。

と

こ
ろ
が
苦
労
人
と
好

印
象
を
演
出

の
陰

で
、

も
う

一

つ
の

「
顔
」

を
見
せ
て
い
ま
す
。

先

の
官
一属
長
官
当
時
、

「
モ

リ

・
カ
ケ

・
サ
ク
ラ
」

問
題
を

「
何

の
問
題
も
な
い
」

「
指
摘

に
は
全
く
当
た
ら
な
い
」

と
間

く
耳
持
た
ぬ
と
ば
か
り
数

の
カ

で
押
し
切
り
、

今
度
は
さ
ら
に

数
歩
も
す
す
め
、

日
本
学
術
会

議

の
会
員
改
選
で
は
、

は
じ
め

か
ら
政
府
に
批
判
的
な
６
名
を

恣
意
的
に
排
除
し
ま
し
た
。

２
６
日
関
会

の
臨
時
国
会

で

初
め
て
の
施
政
方
針
演
説
を
行

い
、

指
し
示
す
社
会
像
が

「
自

動

・
共
助

・
公
助
そ
し
て
絆
」

と

い
い

「
ま
す
は
自
分

で
や

っ

て
み
よ
う
」

と

い
う
も

の
で
す
。

自
の
に
都
合

の
悪
い
こ
と
は

は
じ
め
か
ら
排
除
し
、

困
つ
て

い
る
国
民
に
は

「
自
己
責
任
」

が
強
調
さ
れ

て
は
、

政
治
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
よ
う
。

皆
ん

な
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
も
今
が
保
た
れ
て

い
る
と
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

間
き
手

・
文
責

‥
野
崎

型

コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、

唐
突
に
全
国

一
斉
休
校

や
不
要
不
急

の
ア
ベ
ノ

マ
ス
ク
に
緊
急
事
態
宣
言
。

突
然

辞
任

し
た
安
倍
政
権
か
ら

「
安
倍

な
き
ア
ベ
政
治
」

の
継
承
を
表
明

し
た
奮
新
政
権
と
、

目
ま
ぐ
る
し

さ

の
１
年
。

来
年

の
話
で
は
な

い

が
、

今
年
２
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懇
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11/28(土 )16:00～
市民と立憲野党の合同宣伝
※岡山駅東マツキヨ前

11/25(水 )15:30
佐与谷川・産廃訴訟結審
岡山地裁


